
HOTAMET（TBWA\HAKUHODO）

社会課題となっていたホタテの貝殻を地域を支える重要な資源に
　HOTAMETは、甲子化学工業（株）と北海道猿払村の協力のもと開発されたヘルメットです。
　猿払村はホタテ水揚げ量日本一に何度も輝く国内有数の生産地であることから、同村の位置
する宗谷地区では年間約4万トンものホタテ貝殻が廃棄物として発生しており、地上保管による
環境への影響や堆積場所の確保などが地域の社会課題になっていました。
　そこで甲子化学工業とTBWA\HAKUHODOは、同村の余剰ホタテ貝殻の状況を解決すべ
くホタテ貝殻の主成分が炭酸カルシウムであることに着目し、新素材の材料として再利用する
ための開発に着手。廃棄ホタテ貝殻と廃棄プラスチックを組み合わせたエコプラスチック新素材

「カラスチック®」を開発しました。
　新品のプラスチックや石灰岩由来のエコプラスチックよりもCO2排出量の削減が可能である
ほか、ホタテ貝の構造を模倣したことで強度も向上しています。
　素材開発から設計に至るまで環境への負担が少なく、持続可能性に配慮したプロダクトであ
ることから、カンヌライオンズ国際クリエイティビティ・フェスティバル2023において合計3つの
賞を受賞しました。

詳細  WEB  HOTAMET

グループ会社におけるサステナブルな取り組み

SUSTAINABLE ENGINE（博報堂プロダクツ）

企業のサステナビリティアクションを加速させる専門プロジェクトチーム
　博報堂プロダクツは、サステナビリティ領域における企業
のコミュニケーション課題に対し、総合制作事業会社として
の強みを活かし、広告・プロモーション領域の専門性と実施
力に加え、サステナブル領域の知識と実績を兼ね備えたエキ
スパートからなる専門プロジェクトチーム「SUSTAINABLE 
ENGINE」を発足しました。企業課題に合わせ、パーパス
構築、コミュニケーション設計・発信、具現化アクション支援
という3つのプロセスごとに各事業領域それぞれの専門性を発揮しながら、互いの知見を融合
させることによって総合的なソリューションを提供できるのが特徴です。
　脱炭素社会の実現とサプライチェーンにおける環境・人権への配慮に向けて、トレーサビリ
ティ確保、クリーンエネルギー工場での生産、エコ輸送から、アップサイクルまで、ものづくりを
基点としたサーキュラーエコノミーの実現も支援しています。
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https://koushi-chem.co.jp/hotamet/
https://www.h-products.co.jp/sustainability/engine/

